
１　施策の位置付け

２　施策の取組状況

市民満足度

・教員を取り巻く社会状況が急速に変化し、学校教育が抱える課題も複雑・多様化する現在、教員には、教職に対する強い情熱，教育の専門家としての確かな力量，総合的な人間力を兼ね備えることがこれまで以上に求められている。
・ベテラン教職員の大量退職と，それに伴う大量の新規採用が見込まれており，経験豊かな多くの人材を短期間に失う中，採用数の少ない３０代～４０代の中堅教職員に校内での中心的役割を担うことが求められている。

施策を取り
巻く環境等

・教科等の指導的役割を担う中核教員の育成を図る「教員マイスター制度」や，授業等の教育活動において高い
指導力や専門性を発揮している者に加え，学校運営や地域連携等に貢献している教員を表彰することにより教職
員の一層の資質能力と勤務意欲の向上と各学校の組織力の向上を図る「宇都宮市教職員表彰」を平成28年度よ
り新たに始めたことにより，実績値が大きく目標値を上回った。
・これらの教員を研修講師として活用するとともに，各学校へバランスよく配置し，学校内OJTの活性化を推進す
ることにより，教員の意欲向上をはじめとした全体のレベルアップが図られた。
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概ね順調

Ｂ

・本市においては，「小中一貫教育・地域学校園」をはじめ様々な事業が定着し，各学校において確実に推進され
ており，保護者などの関係者への情報発信はもとより，市民に対しても，市や学校が積極的に情報を発信し，周
知・啓発を進めた結果，昨年度と同等の満足度が見られた。
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Ⅱ　市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むために 信頼される学校教育が推進され，児童生徒が，充実した学校生活を送っています。
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113ページ施策名 ６　高い指導力と情熱をもつ教職員の育成
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施策目標 教育への情熱があり，信頼される教職員が育成されています。
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  ③　主要な構成事業の進捗状況
　　（主要な構成事業の個別の進捗状況は，「３　施策を構成する事業の状況｝を参照）
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【

参
考
】

中
核
市
等
と
の
水
準
比
較

中核市平均

中核市での本
市の順位

20.0%

0.7%

16.8% 19.3%

H28

2.5%

実績値

※「うつのみや授業の達人」表彰制度については，平成28年度より「宇都宮市教職員表彰」に移行。
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「教職員は協力し，児童（生徒）のよいと
ころを認め，教えるべきことをしっかりと
熱心に指導している。」と回答した全対
象者の割合

単年度の
達成度

102.4%

単年度の
達成度

目標値
（Ｈ29）

単年度
目標値

101.7%

95.7%95.6%

実績値

取組内容と成果・成果の要因，進捗の状況
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策
指
標

指
標
２

32人

97.0％

Ｃ ：達成度７０％未満
　　　　　［１５点］

Ｂ

Ｂ ：達成度７０％～９０％
　　　　　　［２５点］

※
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価
の
考
え
方

総合評価
　順調 ：（Ａ評価が２つ以上
（Ｃ評価がある場合を除く。））
　　　　　［９０点以上］

　概ね順調 ：
　（主にＢ評価が２つ以上）
　　［６５点以上９０点未満］

　やや遅れている ：
　（Ｃ評価が２つ以上）
　　　　［６５点未満］

③主要な構成
事業の

進捗状況

　Ａ ： 計画以上
 　　 （主要な構成事業の
　　　２割超が計画以上）
　　　　　　［３３点］

①施策指標
　Ａ ：達成度９０％超
　　　　　　［３３点］

②市民意識
調査結果

（満足度）

　Ａ ：前年度より向上
　　　　　（＋５ｐｔ超）
　　　　　　［３３点］

Ｃ ： 計画より遅れ
 　 （主要な構成事業の
　　２割超が計画より遅れ）
　　　　　［１５点］

Ｂ ：前年度同水準
　　　（±５ｐｔ以内）
　　　　　　［２５点］

Ｃ ：前年度より低下
　　　（－５ｐｔ超）
　　　　　［１５点］

　Ｂ ： 計画どおり
 　 　（主要な構成事業の
　　　８割以上が計画どお
り）
　　　　　　［２５点］

※『①施策指標』の単年度の達成度の計算について

★ 逓増型の指標（目標値が基準値より増加することが望ましいもの） × １００ （％）

★ 逓減型の指標（目標値が基準値より減少することが望ましいもの） × １００

（％）

実績値
目標値

目標値
実績値

15.8  16.0  16.8  19.3  20.0 
26.2 

0

20

40

60

80

H24 H25 H26 H27 H28 H29

◆ 調査結果 ／ ■ 目標値（％）



３　施策を構成する事業の状況 ※凡例　○：「総合計画の戦略プロジェクト・主要事業」対象，★：「③ 主要な構成事業の進捗状況」対象（５事業選択）
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４　今後の施策の取組方針

2,800 H21

　教員の授業力向上を図るため，「一人一授業」などを通して取組を推進してきた。現在，教職
員の大量退職・大量採用を踏まえた若手教員の授業力向上が喫緊の課題となっていることか
ら，分かる授業の基盤となる指導法等について，プロジェクトだよりの配付・活用や授業研究会
を通した指導・助言を一層推進していくとともに，各学校が行う授業力向上に向けた共通実践を
促進するため，学習指導主任研修会等において効果的な実践の在り方についての情報提供を
行う。
　併せて，英語や道徳の教科化を見据えた先進的研究を指定地域学校園で推進し，研究発表
会等においてその成果を全校で共有する。

授業力向上プロジェクト ○★ 教員一人一人の授業力向上 市立小・中学校教員

・研究学校への学校訪問による指
導・助言
・研究発表会の開催
・「授業力向上プロジェクトだより」の
発行

計画どおり

独自性
先駆的

　学力や体力に係る各種調査や，アンケート調査などに基づく本市児童生徒と学校の現状分
析及び 市民ニーズ，次期学習指導要領等を踏まえた課題整理を行い，新しい時代に求められ
る学校の在り方や，児童生徒に育むべき資質・能力を明らかにすることにより，本市学校教育
の更なる充実に資する計画を策定する。

　授業・指導部門，校務部門の２部門において全教職員を表彰対象とする本制度の更なる周
知を図るとともに，教職員のモチベーション向上のための活用を推進する。

教職員ひらめき提案制度事業

学校教育改善に意欲的に取り組む
教職員の育成
本市の教育行政における施策や事
業の充実

市立小・中学校教職員（個
人または学校単位）

教職員による業務内容や職場環境
等を改善するための提案制度の実
施

計画どおり

「宇都宮市教職員表彰」 ★

授業等の教育活動において高い指
導力や専門性を発揮している者及
び学校運営や地域連携等に貢献し
ている者を表彰することにより，教
職員の一層の資質能力と勤務意欲
の向上に資する。

市立小・中学校教職員
模範として推奨すべき教職員の顕
彰の実施 計画どおり 0 H22

学校教育スタンダードの推進などを
通した「学校教育推進計画」の具現
化

計画どおり 4,465 H17

　授業力や学級経営力を高めるなど教職員の専門性や指導力の向上を図るため，本市教職員
研修体系に基づく研修を実施する。また，新学習指導要領の実施に向けた対応や特別な支援
を必要とする児童生徒に対する指導力の向上など喫緊の課題に係る研修の強化や，若手・中
堅教員の育成のための実践的な研修を重視したセンター研修及びＯＪＴの効果的な実施に努
める。

公開講座「教育なう」事業 ★
教職員や一般市民の教育に関する
課題意識の向上

宇都宮市立小中学校教職
員及び一般市民

・教職員及び一般市民対象の土曜
公開講座の実施 計画どおり 100

土曜：
⇒H15

　教職員や一般市民が参加しやすい土曜に公開講座を実施し，教職員や一般市民の研修
ニーズに応えることは，資質・能力の向上を図る上で有効であることから，今後とも本講座を実
施していく。

〈施策全般〉
◆「教職員人材育成システム」を着実に推進するため，本市教育の現状と課題を踏まえ，校内及び地域学校園内の研修の強化並びにセン
ター研修の充実を図る。

今後の方向性

課題

№ 事業名
戦略Ｐ・
主要事業

※
事業の目的

事業内容 事業の
進捗状況

H28
事業費

（千円）
開始年度

日本一
施策
事業

◆平成24年4月に策定した「教職員人材育成システム」に基づき，専門性・指導力を身に付け，総合的な人間力を有する教職
員を育成するため，今後とも，キャリア段階や喫緊の課題に応じた研修を実施する必要がある。

◆教職員の大量退職・大量採用の時期にあることから，昨年に引き続き，教職員の服務規律の徹底と指導力向上を目指し，
教育センター研修や校内研修を計画的・継続的に実施していく必要がある。

◆次代を担う３０代，４０代の教職員の組織マネジメント力の向上やチーム学校を推進するための管理職のリーダーシップ強
化など，今後の教育に必要とされる対応力の向上が課題である。

◆本市教職員の一層の資質能力の向上と学校のミドルリーダーとしての活躍を促進して勤務意欲の向上を図るために，授業
実践だけでなく，学校運営や地域連携等も含めた全教職員を対象とした表彰制度を実施するとともに全市に広めていく必要
がある。

◆市民への理解と周知を図るため，教職員の表彰制度や授業力向上のための教職員の取組について，パブリシティなどの
広報活動を行っていく必要がある。

方向性

〈主要事業〉
◆教職員人材育成システムに基づき，キャリア段階に対応した研修と資質や指導力向上のための専門研修の充実を図るとともに，新たに
構築した教職員表彰制度を有効に活用しながら，中長期的な視点に立った研修と喫緊の課題に応じた研修を総合的に実施していく。
特に，若手教員への段階的な指導力向上の研修や中堅教員への学校経営への参画を視野に入れた組織マネジメント力の育成など，セン
ター研修と校内ＯＪＴを効果的に機能させながら，継続的に力量形成を図っていく。

◆より分かりやすい授業とするための指導方法等について，各学校での研究とともに，地域学校園において義務教育9年間を見通した研
究を一層推進し，授業力の向上を図る。さらに，小学校英語や道徳の教科化等先進的研究を指定地域学校園で推進し，研究発表を通して
成果を共有する。

〈その他個別事業〉
◆教職員の意欲向上のため，新たな教職員表彰制度や授業力向上のための取組について，報道機関や教育委員会ホームページ等を積
極的に活用し，情報発信を行う。

いきいき学校プラン推進事業
（宇都宮市学校教育推進計画）

★
うつのみや“いきいき学校”プラン
（宇都宮市学校教育推進計画）の
着実な推進

市立小・中学校（全93校）

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針

対象者・物（誰・何に） 取組（何を）

教職員研修事業 ○★ 教職員の資質能力の向上
宇都宮市立小中学校教職
員

0 H19

・教職員研修の実施
・中堅教員がベテラン教員と組んで
OJTを実施
・2～4年目教員がOJTを実施

計画どおり 5,901 H12

　制度開始以降，これまでに約820件の提案があり，職場環境等の改善が図られ，各学校にお
ける改善意識が定着した。今後は，各学校の自主的な改善活動へと移行し，これまでに蓄積さ
れた提案内容の更なる活用など，各学校の状況に応じた効果的な改善を図っていく。


